
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 水利工学研究領域 水文水利担当 

流域の水田域が持つ洪水緩和機能の経済評価 

用排水路を含めた水田域の持つ洪水緩和機能を経済的に評価する新しい方法を開発しました。
この水田域が持つ洪水貯留能力を遊水地の貯水量で代替評価するために，まず評価の前提とな
る遊水地と水田域の洪水時の貯留及び流出パターンの比較を行います。さらに，計画洪水時に
おける洪水貯水量の試算を行うことにより，水田域の洪水緩和機能を遊水地で代替する経済評
価法を定式化しています。 

 模擬発生雨量（確率雨量も可）を流出・貯留モデルに入力し，ある確率年に対する排水能力(D)と
水田地帯で貯留される量(S)との関係が曲線(S/S0=((D0-D)/D0)

u)で得られます（添字0は最大量）。 

 全流域を小流域のブロックに分割し（例えば利根川流域は9ブロック），各ブロックの土地利用，地
目毎のピーク比流量，洪水到達時間を用いて全ブロックに上記の評価曲線を求めます。 

 経済評価は，以下の手順で行います（図３参照）。①ブロック毎に水田洪水貯留能力（図１の100年
確率～10年確率の間の矢印が示す量）を算出，②この量を水田域における貯水量（m3）に換算，
③遊水地の建設費を17.8億円／100万m3とし，水田の持つ洪水防止機能を遊水地の建設費で代
替，④全ブロックの推定量を加算。  

 利根川流域の水田域が持つ洪水緩和機能額は，100年確率相当で3,214億円，カスリン台風規模(

現在の基本計画)で7,654億円と算定されます。この方法は我国の主要水系に適用可能です。 

成果の概要 

特徴 

具体的な成果 
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図２ 利根川流域分割区分 
図１ 小貝川における河川流下能力と水田貯留能力の関係 

表１ 利根川水田の洪水緩和経済評価結果（単位：億円） 対象流域の決定
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図３ 経済評価の手順 

  

 代替物 利根川流域 全国

遊水地
(1/10～1/100年）

  3,214億円 　2兆6,321億円　
注１）

遊水地
(1/10～1/200年）

  7,654億円 　6兆2,682億円　
注１）

治水ダム   4,183億円 
注２）

　3兆4,263億円　
注３）

注）霞ヶ浦流域の評価は含まれていない

注１）全国換算は水田面積からの単純推定（25,600km2/3,126km2）

注２）全国算定値（注3)）を利根川水田面積で単純換算した値

注３）農総研全国算定値(1998)

 


